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●事業再評価に係る資料

事業名 一般国道３３号 越知道路（２工区） 事業区分 一般国道
お ち ど う ろ

事 起終点 自：高知県高岡郡越知町横倉 延 長 3.0ｋｍ
こ う ち け ん た か お か ぐ ん お ち ち ょ う よ こ く ら

業 至：高知県高岡郡越知町越知丁 供用済 0.0ｋｍ
こ う ち け ん た か お か ぐ ん お ち ち ょ う お ち て い

の 事 業 化 都市計画決定 －平成13年度着工準備

概 用地着手 平成 － 年度 工事着手 平成 － 年度

10,700台/日要 全体事業費 約130億円(うち用地費：約1.0億円) 計画交通量

一般国道３３号は、高知市から松山市に至る延長１１８．５㎞の主要幹線道路であるほか、

沿線地域の産業、経済活動及び日常生活を支える重要な路線である。事

越知道路区間の現道は、事故が多発する線形不良箇所が多く、大雨等の異常気象時における事業

前通行規制区間が連続している。の

越知道路（２工区）は、地域高規格道路「高知松山自動車道」の一環として、これら事前通行目

規制区間の解除、事故が多発する線形不良箇所の解消、及び防災危険箇所の回避により幹線道路的

としての安全性、走行性の向上や防災機能の強化をはかり、円滑な交通の確保を目的とした延長

３．０ｋｍの道路である。

）（ 拡大図

（ 位置図 ）
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事業の進捗状況●

執行済み額 事 業 費： 2.1 億円（進捗率 1.6 ％）

（平成１７年度末） うち用地費： 0 億円（進捗率 0 ％）

事業経緯

事

業

の

進

捗

状

況

経 緯 項 目

平成１３年度 着工準備・道路予備設計

平成１４年度 地質概査

平成１５年度 測量調査・ルート検討

地質・地すべり調査

平成１６年度 ルート検討

地質・地すべり調査・対策検討

平成１７年度 地すべり対策・ルート検討
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◇ 客観的評価指標

＜事業採択の前提条件を確認するための指標＞

指 標 備 考

前提条件 事業の効率性 ■便益が費用を上回っている 全事業：費用便益比(B/C)=1.6
経済的純現在価値(B-C)=65億円
経済的内部収益率(EIRR)=6.4%

残事業：費用便益比(B/C)=1.7
経済的純現在価値(B-C)=68億円
経済的内部収益率(EIRR)=6.6%

事業実施環境 □ルート確定済
（新規事業

採択時） □円滑な事業執行の環境が整っている

事業実施環境 □都市計画手続等、環境影響評価の手続等の着
（新規着工 手に必要な調査が完了している。
準備採択時）

＜事業の効果や必要性を評価するための指標 ＞(1/3)

政策目標
指 標 備 考

大項目 中項目

1.活力 円滑な ●現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び 区間ａ（費用便益分析対象区間）について
モビリティ 削減率 現 況 ： 1.8千人・時間／年
の確保 渋滞損失削減時間 ：222.9千人・時間／年

（348.4千人・時間／年⇒125.5千人・時間／年）
渋滞損失時間削減率：6割削減

□現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満
である区間の旅行速度の改善が期待される

□現道又は並行区間等における踏切交通遮断量
が10,000台時／日以上の踏切の除却もしくは交
通改善が期待される

■現道等に、当該路線の整備により利便性の向 (有)黒岩観光バス （落出→大崎→佐川）
上が期待できるバス路線が存在する 仁淀川町町営バス （大崎→織合）

■新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向 ＪＲ佐川駅（土讃線）
上が見込まれる

■第一種空港、第二種空港、第三種空港もしく 高知龍馬空港 (第二種空港）
は共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる

物流効率化 □重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス
の支援 向上が見込まれる

■農林水産業を主体とする地域において農林水 木材・木製品：(株)ソニア（第三セクター）
産品の流通の利便性向上が見込まれる 仁淀川町・越知町・佐川町共同出資

主な出荷先－高知市内

□現道等における、総重量25ｔの車両もしくは
ISO規格背高海上コンテナ輸送車が通行できな
い区間を解消する

都市の再生 □都市再生プロジェクトを支援する事業である

□広域道路整備基本計画に位置づけのある環状
道路を形成する

□市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくり
との連携あり

□中心市街地内で行う事業である

□幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下で
ある市街地内での事業である

□DID区域内の都市計画道路整備であり、市街
地の都市計画道路網密度が向上する

□対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発
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＜事業の効果や必要性を評価するための指標 ＞(2/3)

政策目標
指 標 備 考

大項目 中項目

1.活力 国土・地域 □高速自動車国道と並行する自専道（Ａ’路線
ネットワーク ）の位置づけあり
の構築

■地域高規格道路の位置づけあり 地域高規格道路「高知松山自動車道」の一環

□当該道路が新たに拠点都市間を高規格幹線道
路で連絡するルートを構成する（Ａ’路線とし
ての位置づけがある場合）

■当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を 高知－松山間
最短時間で連絡する路線を構成する

□現道等における交通不能区間を解消する

□現道等における大型車のすれ違い困難区間を
解消する

■日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込 山間地域(仁淀川町・越知町)～高知市間
まれる

個性ある □鉄道や河川等により一体的発展が阻害されて
地域の形成 いる地区を解消する

□拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェク
ト、大規模イベントを支援する

■主要な観光地へのアクセス向上が期待される 石鎚国定公園（262千人・H17/山小屋）
四国カルスト（ 7千人・H17/天狗荘）

□新規整備の公共公益施設へ直結する道路であ
る

歩行者・自転 □自転車交通量が 500台／日以上、自動車交通
車のための 量が1,000台／12h以上、歩行者交通量が 500人
生活空間の ／日以上の全てに該当する区間において、自転
形成 車利用空間を整備することにより、当該区間の

歩行者・自転車の通行の快適性・安全の向上が
期待できる

□交通バリアフリー法に基づく重点整備地区に
2.暮らし おける特定経路を形成する区間が新たにバリア

フリー化される

無電柱化に □対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づ
よる美しい けあり
町並みの形成

□市街地又は歴史景観地区（歴史的風土特別保
存区域及び重要伝統的建物保存地区）等の幹線
道路において新たに無電柱化を達成する

安全で ■三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 仁淀川町～高知市内三次医療施設：高知赤十字病院
安心できる 高知医療センター
くらしの確保
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＜事業の効果や必要性を評価するための指標 ＞(3/3)

政策目標
指 標 備 考

大項目 中項目

安全な生活 □現道等に死傷事故率が500件/億台キロ以上で
環境の確保 ある区間が在する場合において、交通量の減少

、歩道の設置又は線形不良区間の解消等により
、当該区間の安全性の向上が期待できる

□当該区間の自動車交通量が1,000台／12h以上
（当該区間が通学路である場合は500台／12h以
上）かつ歩行者交通量が 100人／日以上（当該
区間が通学路である場合は学童、園児が40人／

3.安全 日以上）の場合、又は歩行者交通量 500人／日
以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区
間に歩道が設置される

災害への備え ■近隣市へのルートが１つしかなく、災害によ 高知市へのアクセス、国道３３号の地すべり指定地を
る１～２箇所の道路寸断で孤立化する集落を解 回避
消する

■対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸 高知県緊急輸送道路ネットワーク計画：
送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備 第１次緊急輸送道路
事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急
事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「
緊急輸送道路」という）として位置づけあり

□緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な
迂回を強いられる区間の代替え路線を形成する

□並行する高速ネットワークの代替路線として
機能する(A'路線としての位置づけがある場合)

■現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所も ランクⅠ：6箇所
しくは架替の必要のある老朽橋梁における通行
規制等が解消される

■現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区 事前通行規制区間を短縮
間又は冬期交通障害区間を解消する

4.環境 地球環境の ●対象道路の整備により削減される自動車から ＣＯ２排出削減量：1,320t/年
保全 のCO2排出量

生活環境の ●現道等における自動車からのNO2排出削減率 評価対象区間：費用便益分析対象区間
改善・保全 排出削減量：5.4 t/年、排出削減率：３割削減

●現道等における自動車からのSPM排出削減率 評価対象区間：費用便益分析対象区間
排出削減量：0.50 t/年、排出削減率：３割削減

□現道等で騒音レベルが夜間要請限度を超過し
ている区間について、新たに要請限度を下回る
ことが期待される区間がある

□その他、環境や景観上の効果が期待される

他のプロジェ □関連する大規模道路事業と一体的に整備する
5.その他 クトとの関係 必要あり

□他機関との連携プログラムに位置づけられて
いる

その他 □その他、対象地域や事業に固有の事情等、以
上の項目に属さない効果が期待される
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事業の効果や必要性を評価するための指標該当項目◇

1.活力 －円滑なモビリティの確保－■

・将来推計時（H42）での渋滞損失時間の削減

事 ２２２.９千人・時間／年 削減（削減率 ６４ %）

業 ・現道等を運行するバス路線の利便性向上、および定時性の確保

を ・ＪＲ土讃線（佐川駅）へのアクセスが向上

巡 ・高知龍馬空港と四国中山間地とのアクセスが向上

1.活力 －物流効率化の支援－る ■

社 ・山間地の木材加工品（仁淀川町等 、農林水産物の流通の利便性が向上）

1.活力 －国土・地域ネットワークの構築－会 ■

情 ・越知道路は、地域高規格道路「高知松山自動車道路」の一環としての位置づけあり

勢 地域高規格道路「高知松山道自動車道」に関連する事業は以下の通りであり、

等 一般国道３３号 高知西バイパス

の 一般国道３３号 越知道路（当事業）

変 一般国道３３号 橘防災

化 一般国道３３号 三坂道路

一般国道３３号 砥部道路

事業を推進している

一般国道３３号を主要幹線道路とし当道路にアクセスする事業として

一般国道４４０号 地芳道路

の事業が推進中

・県庁所在地の高知市・松山間を結ぶ主要幹線道路である

・四国中西部山間地と高知市および松山市とのアクセスが向上

1.活力 －個性ある地域の形成－■

・石鎚国定公園・四国カルスト等の観光地へのアクセス向上

2.暮らし －安全で安心できるくらしの確保－■

・高知医療センター・高知赤十字病院（三次医療施設 、佐川町立高北病院・北島病）

院（町内二次医療施設）へのアクセスが向上

3.安全 －災害への備え－■

・災害による１～２カ所の道路寸断で孤立化する集落を解消する

・国道３３号（現道）は、高知県緊急輸送道路ネットワーク計画として、緊急輸送道

路（第１次緊急輸送道路）確保路線として指定されている

・現道の異常気象時の事前通行規制区間の短縮

4.環境－地球環境・生活環境の改善・保全■

・当該道路の整備により、下記の大気汚染物質の削減効果がある。

CO2排出削減量： １,３２０ t-CO2／年（削減率 ２７ ％）

NO2排出削減量： ５.４ t-NOx／年（削減率 ２９ ％）

SPM排出削減量： ０.５０ t-SPM／年（削減率 ２８ ％）
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事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等◇

■四国横断自動車道の供用

・平成10年03月 南国～伊野間供用開始 （暫定２車線）

事 ・平成14年09月 伊野～須崎東間供用開始 （暫定２車線）

業 ・平成17年04月 大豊～南国間供用開始 （４車線化 ）

を ■一般国道３３号の整備

巡 ・高知西バイパス

る 平成09年12月 １期区間４．３km供用開始

社 平成11年12月 伊野町枝川～波川間（L=6.0km）を調査区間に指定

会 平成14年度 新仁淀川橋下部工工事着手

情 ・越知道路 （高岡郡越知町横倉～越知町野老山 L=4.0km）

勢 平成19年度 越知道路 L=1．０km供用予定にして、工事推進中

等 ・橘防災 （高知県吾川郡仁淀川町橘～愛媛県上浮穴郡久万高原町中津 L=2.0km）

の 平成11年度 測量着手

変 平成15年度 用地買収着手

化 ・三坂道路 （愛媛県上浮穴郡久万高原町東明神～松山市久谷町大久保 L=7.6km）

平成11年度 用地買収及び工事に着手

・砥部道路 （愛媛県砥部町千足～松山市森松町 L=6.1km）

平成18年度 拾町交差点立体化供用予定にして、工事推進中

■ 市町村合併

高知県 いの町 平成16年10月1日合併 （伊野町、吾北村、本川村）

仁淀川町 平成17年 8月1日合併 （池川町、仁淀村、吾川村）

愛媛県 砥部町 平成17年 1月1日合併（砥部町、広田村）

久万高原町 平成16年 8月1日合併（久万町、面河村、美川村、柳谷村）
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○事業全体の投資効率性（基準年：平成１８年 検討年次４０年間で算出）

費用便益比： B/C = 1.6

事 総費用（Ｃ） ： 102 億円

業 総便益（Ｂ） ： 167 億円

の 経済的純現在価値（ＥＮＰＶ） ： 65 億円

投 経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） ： 6.4 ％

資 ○残事業の投資効率性（基準年：平成１８年 検討年次４０年間で算出）

効 費用便益比： B/C = 1.7

果 総費用（Ｃ） ： 99 億円

総便益（Ｂ） ： 167 億円

経済的純現在価値（ＥＮＰＶ） ： 68 億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） ： 6.6 ％

コ ○コスト縮減について

ス ・地域・沿道状況を考慮し、地域高規格道路として満たすべき所要のサービス水準を確保

ト した現道部分の活用構造の検討や交差構造の見直し、経済的ルートの選定を行う。

代縮

替減

案や

等

地 高知松山自動車道路の整備促進要望有り

方 国道３３号 バイパス建設促進期成同盟会

、 、 、 、 、 、 、 ）等公 (構成市町村：高知市 いの町 日高村 佐川町 越知町 仁淀川町 春野町 土佐市

の共

意団

見体

事務局案 事業継続

（理由）

①防災危険箇所の回避により安全性の向上が図られ、円滑な交通の確保が期待できる。

対 ②近接する代替路線のない中山間地域の生命線として信頼性の高い路線になると見込まれ

応 る。

方 ③連続する線形不良区間の解消により、交通事故の減少が図られ、走行性の向上及び安全

針 な生活環境の確保が期待できる。

④越知道路（２工区）を含む高知松山自動車道の関連事業を推進することで、事前通行規

制区間の短縮など、定時性や利便性の向上が期待でき、地域間交流と産業活動に寄与で

きる。

以上の状況を勘案すれば、高知松山自動車道の一環として引き続き事業を推進し、早

期の事業着手、全線供用を図ることが必要であり、当初から事業の必要性、重要性は変

わらないと考えられる。
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１．越知道路の概要

1.1 事業の目的

一般国道３３号は、高知市を起点に四国中西部の山間地を経て松山市に至る延長１１８㎞の主要幹

線道路である。

本路線は自動車以外に交通手段の無い中山間地域沿線の産業、経済活動及び日常生活を支える重要

な幹線道路である。しかし、急峻な四国山地の山間部や河川沿いを通過しており、地すべりや落石の

危険箇所が多い上、急勾配や急カーブが連続し、事故が多発する線形不良箇所や、大雨等の異常気象

時における事前通行規制区間が連続する為、安全性・アクセス性の確保が課題となっている。

越知道路（２工区）は、これら事前通行規制区間の解除、事故が多発する線形不良箇所の解消、及

び防災危険箇所の回避により幹線道路としての安全性、走行性の向上や防災機能の強化をはかるもの

である。

また、地域間の広域的な交流・連携を支援することを目的に地域高規格道路「高知松山自動車道」の

一環として整備し、早期に効果を上げるため特に課題点の多い当区間を優先的に進めるものである。

（越知道路拡大図）

( 位 置 図 ）
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1.2 事業計画諸元

■事業名 一般国道３３号 越知道路（２工区）

■計画区間 高知県高岡郡越知町横倉 ～ 高知県高岡郡越知町越知丁
こうちけんたかおかぐんおちちょうよこくら こうちけんたかおかぐんおちちょうおちてい

■計画延長 L=3.0km

■構造規格 第３種第２級

■車線数 ２車線

■基本幅員 8.0ｍ

■標準断面

標 準 断 面 図

土 工 部

（バイパス区間） （現道活用検討区間）

トンネル部

橋梁部

0.50

0.757.500.75

3.25 3.250.50

7.50

0.50 3.25 3.25 0.50

3.25 3.250.75

8.00

0.75 3.25

2.50

0.753.250.75

8.00
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２．事業の主な経緯と進捗状況

2.1 越知道路（２工区）の事業経緯

経 緯 項 目
平成１３年度 着工準備・道路予備設計
平成１４年度 地質概査
平成１５年度 測量調査・ルート検討

地質・地すべり調査
平成１６年度 ルート検討

地質・地すべり調査・対策検討
平成１７年度 地すべり対策・ルート検討

2.2 越知道路（２工区）の進捗状況

H16.10.20 現道付近の落石状況

現道および越知道路

（２工区）区間は、

地すべり・落石等の

箇所にあり、これら

の対策を図る必要が

ある。

落石径3.5m
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四国中央市

松山市

高知市

四万十市

室戸市

徳島市

高松市

四
国
横
断
自
動
車
道
路

須崎市

愛媛県 高知県

国道33号

国道56号

国道56号

国道11号

国道11号

国道11号

国道196号
国道192号

国道55号

国道55号

四国縦貫自動車道路

越知道路
(2工区)

国道32号

３．道路の現状と課題

3.1 現道における道路交通状況

[交通量の現状]

越知道路（２工区）付近の一般国道３３号

現道区間における交通量は、高岡郡越知町

野老山で平成17年交通量が6,408台/日とな

っている。

【 現 状 】
一般国道33号越知道路(2工区)付近においては、自動車交通量がおよそ6,400台／日

程度

年　度

平成 2年

平成 6年

平成 9年

平成11年

日交通量 計　　測

6200 49.1

6800 53.5 道路交通センサス

7100 54.1 道路交通センサス

7217 50.1 道路交通センサス

道路交通センサス

昭和63年 6100 43.0 道路交通センサス

日交通量

仁淀川町
越知町

仁淀川
越知町役場

越知丁

野老山

(県)伊野仁淀線

平成17年 6408 道路交通センサス

国道33号（高岡郡越知町野老山）　平日24ｈ

至
松
山

至
高
知

km/h

km/h

km/h

km/h

km/h

横倉橋

混雑度

0.85

0.73

0.90

1.01

0.71

混雑時平均旅行速度大型車

平成10年３月
高知自動車道
南国IC～
  伊野IC開通

平成14年9月
高知自動車道
伊野IC～
  須崎東IC開通

平成4年1月
高知自動車道
川之江JCT～
  南国IC開通

1800

1870

2070

1420

1167

761

大型車両

48.2km/h0.77

昭和58年

0

5000

10000

15000

交
通

量
（

台
/
日

）

交通量の推移

昭和63年 平成2年 平成6年 平成9年 平成11年 平成17年

(大型車両)

(日交通量)

越
知
町
越
知
丁

越
知
町
横
倉

熊秋トンネル

筏津ダム

越
知
町
野
老
山

越知道路

L=1.0km

越知道路(2工区)

L=3.0km
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3.2 道路交通の課題

高知県の直轄国道における異常気象時通行規制区間の割合は（１６％）、全国の２．３倍と高い割

合となっている。

[直轄国道における異常気象時通行規制区間の割合]

一般国道３３号、越知道路付近は平成１２年～平成１７年の６年間で最大６回／年,平均３２時間／

年の事前通行規制が発生し、 されている。県境付近の中山間地域と都市間のアクセスが阻害

【 現 状 】

一般国道３３号の事前通行規制区間は全長５３．６ｋｍにおよび、当国道の４５％の区間に

わたっている。年間の通行止時間は３２時間／年にもなり、中山間地域と都市部の交流が阻

害されている。

【 課 題 】

越知道路(２工区)を整備することにより災害に強い道路とし、規制区間の短縮など安全性、

信頼性の向上をはかる必要がある。

[越知道路付近における過去６年間の通行規制時間の推移]
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越知道路（２工区）と並行する一般国道３３号の野老山地区・楠神地区は、地すべり防止区域に指

定されている。対策は順次行われているが異常気象時に落石や土砂崩壊の恐れがあることから、事前

通行規制は解除されず、 が発生する。孤立化する地域

仁淀川町 越知町

仁淀川
越知町役場横倉橋

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

越
知
町
横
倉

越
知
町
越
知
丁

野老山

楠神

越知道路(2工区)L=3.0km

楠神

人口：107人

世帯数：46戸

野老山

人口：235人

世帯数：113戸

筏津

筏津

世帯数：20戸

人口：47人

昭和５０年
崩壊箇所

和

越知道路
越
知
町
野
老
山

L=1.0km

事 前通行規制 区間

仁淀川町 越知町

仁淀川
越知町役場横倉橋

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

越
知
町
横
倉

越
知
町
越
知
丁

野老山

楠神

越知道路(2工区)L=3.0km

楠神

人口：107人

世帯数：46戸

野老山

人口：235人

世帯数：113戸

筏津筏津

筏津

世帯数：20戸

人口：47人

昭和５０年
崩壊箇所

和昭和５０年
崩壊箇所

和

越知道路
越
知
町
野
老
山

L=1.0km

事 前通行規制 区間

【 現 状 】

越知道路（２工区）と並行する一般国道３３号は地すべり防止区域に指定され、地すべり崩

壊や事前通行規制により孤立化する地域が発生している。

【 課 題 】

・四国中西部の骨幹となる幹線道路として、異常気象時の孤立化を低減するなど災害に強い

道路であることが望まれている。

野老山地すべり防止区域
（国土交通省）

ケヤキ谷

Ｒ３３

仁淀川

昭和５０年

地すべり崩壊

昭和５０年

地すべり崩壊

楠神地区

地すべり防止区域

楠神地すべり防止区域
（国土交通省）

ランクⅠ：対策の緊急性を要する箇所

ランクⅡ：対策は必要であるが今後の調査

により決定される箇所
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越知道路（２工区）区間の道路線形は非常に悪く、交通事故が集中して発生している。

仁淀川町
越知町

筏津ダム

仁淀川

越知町役場熊秋トンネル

越知丁

横倉橋

野老山

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

越
知
町
越
知
丁

寺村橋

越知橋

凡例

負傷事故

死傷事故
越知道路(2工区)　L=3.0km 越

知
町
横
倉

7年間で14件の人身事故
7年間で12件の人身事故

越知道路
L=1.0km越

知
町
野
老
山

楠神

横倉

事前通行規制区間

仁淀川町
越知町

筏津ダム

仁淀川

越知町役場熊秋トンネル

越知丁

横倉橋

野老山

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

越
知
町
越
知
丁

寺村橋

越知橋

凡例

負傷事故

死傷事故
越知道路(2工区)　L=3.0km 越

知
町
横
倉

7年間で14件の人身事故
7年間で12件の人身事故

越知道路
L=1.0km越

知
町
野
老
山

楠神

横倉

事前通行規制区間

【 現 状 】

特に道路線形の悪い野老山地区・横倉地区は、交通事故の発生が周辺に比べ極端に

高くなっている。

【 課 題 】

事故が多発する線形不良箇所の整備を行うことで交通事故の削減を図る必要がある。

から の9.15km越知橋 寺村橋

区間に４９箇所のカーブ。

山間地域をとおるため急な

カーブの連続。

、事故が集中している

から の1.80km横倉 楠神

区間のカーブは12箇所

小さなカーブの連続区間
で人身事故が集中
小さなカーブの連続区間
で人身事故が集中

速度：運転者が快適性を失わずに走行できる速度（設計速度）
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４．事業の効果

地域間連携の効果

◎渋滞損失時間の削減 P.9

◎地域ネットワークとしての効果 P.13

・地域高規格道路「高知松山自動車道」の一環としてのネットワークを形成

◎広域公共交通機関の利便性の向上 P.10～P.11

・路線バスの安全性と快適性が改善され、周辺地域の交通利便性が向上

・ＪＲ佐川駅・高知龍馬空港へのアクセス向上および広域交流の活性化

◎農林水産品の物流の向上 P.12

・農林水産品の流通の利便性が向上、都市部への流通経路の確保

◎主な観光地へのアクセス向上 P.14～P.15

・四国中西部の観光地へのアクセス性が向上、地域観光の活性化が期待

安全・安心の効果

◎災害に強い道路 P.18～P.19

・災害や事前通行規制による、沿線集落の孤立化を解消

・災害時の緊急輸送道路として、走路確保の向上

・事前通行規制区間の短縮による交通の定時性が向上

◎事故件数の減少 P.17

・事故が多発する道路線形不良区間の解消による事故の削減

◎高度医療施設へのアクセス向上 P.16

・越知・佐川町内２次医療施設、高知市内の３次医療施設へのアクセス性が向上

環境への効果

◎地球環境の保全（ の削減） P.20CO2
◎生活環境の保全（ ， の削減） P.21NO2 SPM

 
越知道路（２工区）の整備により期待される効果



- 9 -

4.1 活力－円滑なモビリティの確保

（当該事業の整備により影響を受ける範囲の区間）越知道路(２工区)区間

渋滞損失時間 （整備なし）・・・・・348.4千人・時間／年

〃 （整備あり）・・・・・125.5千人・時間／年（削減率64％）

※整備あり、なし：平成42年推計交通量を基に渋滞損失時間を算出

越知道路(2工区)区間

125.5

348.4

0

50

100

150

200

250

300

350

400

整備なし 整備あり

渋
滞

損
失

時
間

(
千

人
・

時
間

／
年

)

越知道路（２工区）の整備により、渋滞損失時間が削減○

・現道等の年間渋滞損失時間及び削減率

・越知道路（２工区）の整備により、現道交通のほとんどが整備路線を通過することになり将

来予想される渋滞損失時間を削減することができる。

渋滞損失時間
時間削減 222.9千人・時間/年
削 減 率 64％

仁淀川町

越知町

仁淀川
越知町役場

越 知 丁

野 老 山

越知町

国道33号

(県)伊野仁淀線至
松
山

筏津ダム

至
高
知

横倉橋
熊秋トンネル

越
知
町
越
知
丁

越
知
町
野
老
山

越知道路

L=1.0km 越
知
町
横
倉

越知道路(２工区)
L=3.0km
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有限会社 黒岩観光バス 路線：落出→柳野→大崎→佐川 所要時間 57分

上下23便(内 大崎－佐川:15便）

仁淀川町 町営バス 路線：仁淀川町大崎→仁淀川町織合 所要時間 33分

上下13便 （内 全線：3便)

越知道路(２工区)の整備により、路線バスの利便性が向上○

・当該道路の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する。

当該箇所は、ＪＲ佐川駅～落出間の路線バス、大崎～名野川（国道439分岐）～長者間の仁淀川

町町営バス運行区間である。

ＪＲ佐川駅は特急の停車駅であり、当駅と一般国道３３号沿線山間地域を結ぶバス路線は重要な

公共交通となっている。

越知道路（２工区）区間を整備することにより、事前通行規制区間が短縮される。

○ 幹線道路となる。常時走行が可能で信頼の高い

○ が期待される。路線バスの利便性向上

バ ス 路 線 ・ Ｊ Ｒ 位 置 図

（２工区）
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越知道路（２工区）の整備により、特急停車駅・空港・主○

要都市および近隣町村へのアクセスが向上。

・特急停車駅・空港へのアクセス向上が見込まれる。

・日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる。

事前通行規制区間は短一般国道３３号の中でも越知道路（２工区）区間を整備することにより、

幹線道路となる。縮され、常時走行が可能で信頼の高い

①特急の停車駅である ならびに高知県の玄関である 等ＪＲ佐川駅 高知龍馬空港(第二種空港)

へのアクセス が期待される。向上

②中山間地域の日常生活圏である佐川町・越知町や、中心都市である高知市へのアクセス向

上が見込まれ、生活の利便性・安全性向上が期待される。

高知龍馬空港

 

 

高知市の東方約18kmに位置する高知龍馬空港（南国市）は、第二種空港（主要な国内航空路線に必要な飛

行場）であり、現在、国内７路線（東京、名古屋、大阪、関西、福岡、宮崎、那覇）で中型ジェット機等が

就航している。

（２工区）
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4.2 活力－物流効率化の支援

ＪＲ土讃線

国道33号

国
道
43
9号

国道439号

国
道
１
９
４
号

越知町

(旧吾川村）

池川

国
道
５
６
号

国
道
33
号

国
道
194号

森

大崎

土佐市

いの町

日高村

越知道路(2工区)

国道33号

佐川町

佐川町役場

池川茶 スノコ
げた 木工芸品　

キジ ヤマイモ
茶 しし肉

お茶 サカキ シキビ　

新高梨 土佐ブンタン
芋ケンピ　茶

仁淀川町

木材

木材

木材

年間8400m3（丸太木材）

製材・加工

事前通行規制区間

(旧仁淀村）

(旧池川町）

株式会社ソニア

株式会社ソニア

越知町役場
日高村役場

高知市方面

林業をはじめとする農林水産品流通の利便性が向上○

農林水産業を主体とする地域で、農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる・

株式会社ソニア
平成６年に佐川町・越知町・仁淀川町が16

億円を共同出資し第三セクターで設立。

新しい林業をめざし、高吾北における仁淀

川流域の森林資源の開発、保全事業を通じて

の地域の雇用拡大を目的として、当地域材の

生産を行っている。

・佐川町・越知町・仁淀川町（ は一次産業従事者が多い地域で旧池川町・旧吾川村・旧仁淀村）

ある。

・特産品として、茶、新高梨、土佐ブンタン等がある。特に茶は、高知県の全体生葉収穫量

2380tのうち約60%をこの地域で生産している。(平成15年工芸農作物調査)

また、当地域で生産される露地野菜は、主に高知市場に出荷されている。

越知道路区間（２工区）を整備することにより、中山

間地と消費地である越知町・佐川町及び高知市との結び

つきが効率化される。

流通の利便性向上・木材をはじめとする地元産品は、
が見込まれ販売拡大が期待できる。

流通拡大・輸送経路が確保され、松山方面への新たな
が期待される。

平成15年 工芸農作物調査

[山 間 地 の 特 産 品]
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4.3 活力－国土・地域ネットワークの構築

一般国道33号は平成６年１２月に『高知松山自動車道』として、地域高規格道路の計画路線に指定

された。

「越知道路(２工区)」は、「高知松山自動車道」の一環として計画され、一般国道３３号事前通行

規制区間の中で防災危険度の高い（越知町横倉～越知町丁間、延長３．０ｋｍ）を整備区間として計

画したものである。

地域高規格道路とは
自動車専用道路もしくはこれと同等の高い規格を有し、概ね60km／h以上の高速サービスを提供でき以下の道路機

能のいずれかを有する道路である。

①連携機能： 通勤圏域の拡大や都市と農山村地域との連携の強化による地域集積圏の拡大を図る環状・放射道路。

②交流機能： 高規格幹線道路を補完し、物資の流通、人の交流の活発化を促し地域集積圏間の交流を図る道路。

③連結機能： 空港・港湾等の広域的交流拠点や地域開発拠点等との連絡道路。

○越知道路（２工区）は、高知松山自動車道としての位置づ

けがある
・都市間交通の時間短縮、沿道地域間のネットワークの構築が見込まれる

高知－松山

2:50

高知－松山

3:10

越知道路(2工区)

高知－松山

2:00
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4.4 活力－個性ある地域の形成

一般国道３３号の沿線山間部は、豊かな自然と伝統文化に恵まれている地域である。

アクセス道路となる国道３３号は、山間部での線形不良区間が連続し、事前通行規制区間もあるな

ど、道路の信頼性が低い状況であり、越知道路（２工区）を整備することにより主要な観光地へのア

クセス性向上が期待される。

【国道33号沿線の主要観光地】

○越知道路(2工区)の整備による周辺観光地へのアクセス

が向上
・主要な観光地へのアクセス向上が期待される

[整備後]

観光地の活性化が期待できる。松山市、高知市および周辺地からの観光客の増加が期待でき、

出典：高知県・愛媛県HPより
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近年の観光客の推移は国道３３号沿線が減少傾向にあり反対に国道３２号沿線は増加傾向にある。

国道３２号は信頼性の高い代替え路線の整備が進みアクセス性が向上しており、沿線観光地の集客

力が伸びている。

[ ]観光客の推移（国道３２号と国道３３号の比較）

国道３３号

観光客は減少傾向

国道３２号

観光客は増加傾向

（単位：千人） （出典：土佐国道事務所調べ）

高知自動車道・国道３２号

整備によるアクセス向上

観光客

観光客を増加させるには、

道路の整備が不可欠
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4.5 暮らし－安全で安心できるくらしの確保

国道33号沿線地域では、高齢化が進み、救急車の搬送件数が年々増加している。救急車による搬送

は、越知・佐川町の二次医療施設及び高知市内の三次医療施設となっている。現在では搬送先の約半

数は高知市となっている。

なお、国道３３号沿線の中山間地における日常の通院は、国道３３号を利用し越知・佐川町の総合

病院へ通院する人が多くなっている。

[ ]越知道路の整備による効果

二次医療施設 三次医療施設
地域の病院がグループを作り、輪番制で休日 、 重症及び複数の診療科領域にわたるすべての重篤な
夜間に重症救急患者を受け入れて入院治療を行 救急患者を２４時間体制で受け入れる体制と高度な
う医療機関をいう。 診療機能を有する医療機関をいう。

○二次(越知・佐川)・三次医療施設(高知市)へのアクセスが向上

・二次・三次医療施設へのアクセスの向上が期待される

佐川町 日高村
いの町

土佐市

津野町

須崎市

高知市

国道３３号

二次医療施設
三次医療施設

高齢化率46.4％

高齢化率38.0％
越知町

越知町

仁淀川町

大崎

池川

森

長者

名野川

愛媛県

越知道路

高知県

北島病院

佐川町立高北病院

(2工区)

[国道３３号沿線中山間地の高齢化率]

市町村名 人 口 高齢化率

全 国 127,756,815人 21.0 ％

高知県全体 797,444人 25.8 ％

越 知 町 7,443人 38.0 ％

仁淀川町 6,945人 46.4 ％

（H17年10月発表まとめ）

二次医療施設へのアクセスが向上
主要施設：北島病院、佐川町立高北病院

三次医療施設への搬送60分地域が拡大
主要施設：高知医療センター、高知赤十字病院

越知町29％ UP

仁淀川町17％ UP

 

 

高知医療センター

高知赤十字病院
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4.6 安全－安全な生活環境の確保

仁淀川町
越知町

筏津ダム

仁淀川

越知町役場熊秋トンネル

越知丁

横倉橋

野老山

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

越
知
町
越
知
丁

寺村橋

越知橋

凡例

負傷事故

死傷事故
越知道路(2工区)　L=3.0km 越

知
町
横
倉

7年間で14件の人身事故
7年間で12件の人身事故

越知道路
L=1.0km越

知
町
野
老
山

楠神

横倉

事前通行規制区間

仁淀川町
越知町

筏津ダム

仁淀川

越知町役場熊秋トンネル

越知丁

横倉橋

野老山

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

越
知
町
越
知
丁

寺村橋

越知橋

凡例

負傷事故

死傷事故
越知道路(2工区)　L=3.0km 越

知
町
横
倉

7年間で14件の人身事故
7年間で12件の人身事故

越知道路
L=1.0km越

知
町
野
老
山

楠神

横倉

事前通行規制区間

○事故が多発する線形不良区間の解消により安全性が向上

・死傷事故の集中する線形不良区間を解消することで、安全性や快適性の

向上が見込まれる

越知道路（２工区）区間の現況道路区間4.0kmは、一般国道３３号の中でも特に道路線形の悪いカ

ーブが連続し、交通事故が集中して発生している。

越知道路(2工区)区間の整備によるカーブの減少

。・事故が多発する道路線形不良区間が解消されることで交通事故数の低減が見込まれる

設計速度の低いカーブが解消され、快適性・走行性の向上が見込まれる。・

 ※ H11～H15 事故調査データ 
小さなカーブの連続

区間で人身事故が集中

事故が多発する線形不良区間
の解消により、走行性・快適
性が向上

速度：運転者が快適性を失わずに走行できる速度（設計速度）
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4.7 安全－災害への備え

仁淀川町
越知町

仁淀川
越知町役場横倉橋

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

民家－5
飲食店－1

筏津

倉良
食品会社-1

民家-8

民家-46

商店-1

楠神

頭白・本村
中村・八ヶ窪

商店-1
野老山小学校
ＪＡ野老山
野老山簡易郵便局

民家-82

熊秋

民家-18

市ヶ谷

民家-20

越
知
町
越
知
丁

越知道路(2工区)　L=3.0km
越
知
町
横
倉

越知道路

L=1.0km越
知
町
野
老
山

事前 通行規制区 間

仁淀川町
越知町

仁淀川
越知町役場横倉橋

（県）伊野仁淀線

　 　 　 　 　

至
松
山

至
高
知

民家－5
飲食店－1
民家－5
飲食店－1

筏津筏津

倉良
食品会社-1

民家-8

民家-46

商店-1

楠神

頭白・本村
中村・八ヶ窪

商店-1
野老山小学校
ＪＡ野老山
野老山簡易郵便局

民家-82

熊秋

民家-18民家-18

市ヶ谷市ヶ谷

民家-20

越
知
町
越
知
丁

越知道路(2工区)　L=3.0km
越
知
町
横
倉

越知道路

L=1.0km越
知
町
野
老
山

事前 通行規制区 間

○災害および通行規制により孤立化する集落を解消

・近隣市へのルートは１つしかなく、災害による道路寸断で孤立化する

集落を解消する。

・現道の事前通行規制区間を短縮する。

一般国道３３号は、通過している四国山地の

地形が急峻であり並行する路線もなく、当該地

域における唯一の幹線道路である。

国道沿線で山間地域にある仁淀川町・久万高・

原町は、事前通行規制や災害による１～２ヶ

所の道路寸断により、孤立化する状態となる。

越知道路（２工区）の整備及び現況の対策工により、災害に強い道路となる。

・ が可能。事前通行規制区間の短縮

・防災点検 できる。ランクⅠ、Ⅱ区間を回避

・通院、通勤、通学等の される。日常生活環境が確保

・国道３３号沿線 することができる。(人口約390人、世帯数約180戸)集落の孤立化を解消

楠神地すべり防止区域野老山地すべり防止区域

越知道路(２工区)付近の孤立化集落

 
救急医療から見た一般国道３３号は代替路がなく、命の道といっても過

言ではありません。 

 救急車は一般的に80km/hで運転可能ですが、当区間のようにカーブが

多い箇所は患者が嘔吐→脳圧の上昇→生命の危険につながる為スピード

が出せません。また、心肺停止を例に挙げると一般的な蘇生限界は３分

ということもあり、短区間であってもその整備効果は我々救急搬送を行

う者から見れば非常に大きいです。 

ランクⅠ：対策の緊急性を要する箇所

ランクⅡ：対策は必要であるが今後の調査により決定される箇所

高吾北消防署

職員の意見では
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一般国道３３号は、高知県緊急輸送道路ネットワーク計画において、災害時の医療活動を迅速に

行うための されている。第一次緊急輸送道路に指定

しかし、越知道路（２工区）付近の現況国道は災害に対して脆弱で道路線形が悪い等の状況に

あり、緊急時の円滑な輸送路を確保するために越知道路の整備が必要とされる。

緊急輸送道路としての指定区間

緊急輸送道路とは
○緊 急 輸 送 道 路 ：災害時に避難・救助をはじめ、物資の供給や施設の復旧等の広範な応急対策活

動を実施するために、非常時に対応した交通の確保を行う道路

○第１次緊急輸送道路：緊急や応急活動の活動の拠点となる防災拠点間を結ぶ高速自動車道路、一般国

道および広域的な幹線道路

○第２次緊急輸送道路：第一次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点（行政機関、公共機関、港

湾、ヘリポート、災害医療拠点、自衛隊等）を連絡する道路

○国道３３号は第１次緊急輸送道路に指定

○高知中西部地域の被災時のアクセスが向上

・「高知県緊急輸送道路ネットワーク計画」において第１次緊急輸送道

路の位置づけにある

凡 例
緊急輸送道路の分類 記 号

（ ）33号 第一次緊急輸送道路

第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

●一次拠点

二次拠点 ●
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4.8 環境－地球環境の保全

越知道路（２工区）の整備により、走行距離が短縮されると同時に旅行速度が上がる見込みで

あり、CO2排出量の削減が期待できる。

－ＣＯ 排出量－２

越知道路（２工区）区間（当該事業の整備により影響を受ける範囲の区間）

現 況 ・・・・・2,269 ｔ／年

排出量 （整備なし）・・・・・4,947 ｔ／年

〃 （整備あり）・・・・・3,627 ｔ／年

排 出 削 減 量 ・・・・・1,320 ｔ／年（削減率27％）

※整備あり、なし：平成42年推計交通量を基に排出量を算出

■ＣＯ2 の削減 （ １，３２０ t-CO2／年）

～参考資料～

森林１haがCO2を１年間に吸収する量 ・・・・・ 10.6 ｔ／年

越知道路の整備によるCO2削減量 ・・・・・1,320 ｔ／年

森林 １２５ha（１．２５km2）分の年間吸収量に相当

満濃池（約１４０ha（１．４km2））の約０．９個分の広さの森林が

１年間に吸収する二酸化炭素に相当

○越知道路(2工区)の整備により自動車走行性が向上し、自

動車からのCO2排出量を1,320ｔ/年削減できる。(削減率27%)

・対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量。
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4.9 環境－生活環境の改善・保全

越知道路（２工区）の整備により、走行距離が短縮されると同時に旅行速度が上がる見込みで

あり、NO およびSPM排出量の削減が期待できる。2

－ ＮＯ 排出量 －２

区 分 整備なし 整備あり 削減量 削減率 越知道路排出増加量

越知道路(2工区)区間 18.9 5.4 29 13.513.5 ％

－ ＳＰＭ排出量 －

区 分 整備なし 整備あり 削減量 削減率 越知道路排出増加量

越知道路(2工区)区間 1.78 1.28 0.50 28％ 1.28

※整備あり、なし：平成42年推計交通量を基に排出量を算出
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○自動車走行性が向上し自動車からのNO 、SPM排出量が2

削減される。

・現道等における自動車からのNO 、SPM排出削減率2

排出削減量5.4ｔ／年
２ＮＯ
削減率２９％

排出削減量0.50ｔ／年
ＳＰＭ

削減率２８％
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５．費用便益分析

5.1 全 事 業

路線名 事業名 延 長 事業種別 現拡・BPの別

一般国道３３号 越知道路(2工区) L=3.0km 二次改築 ＢＰ

計画交通量
車線数 事業主体

（台／日）

10,700 ２ 四国地方整備局

① 費 用

事 業 費 維持管理費 合 計

基 準 年 平成１８年

単 純 合 計 130億円 32億円 162億円

基準年における
94億円 8億円 102億円

現在価値（Ｃ）

② 便 益

走行時間 走行経費 交通事故
合 計

短縮便益 減少便益 減少便益

基 準 年 平成１８年

供 用 年 平成３６年

初 年 便 益 8億円 1億円 0億円 9億円

基準年における
148億円 18億円 1億円 167億円

現在価値（Ｂ）

③ 費用便益比

Ｂ／Ｃ 1.5 0.2 0.0 1.6

④ 経済的純現在価値（ENPV）

総便益（Ｂ） 総費用（Ｃ） ＥＮＰＶ （Ｂ－Ｃ）

167億円 102億円 65億円

⑤ 経済的内部収益率 (EIRR)

ＥＩＲＲ（Ｂ≒Ｃとなる）

6.4%

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



- 23 -

5.2 残 事 業

路線名 事業名 延 長 事業種別 現拡・BPの別

一般国道３３号 越知道路(2工区) L=3.0km 二次改築 ＢＰ

計画交通量
車線数 事業主体

（台／日）

10,700 ２ 四国地方整備局

① 費 用

事 業 費 維持管理費 合 計

基 準 年 平成１８年

単 純 合 計 127億円 32億円 160億円

基準年における
91億円 8億円 99億円

現在価値（Ｃ）

② 便 益

走行時間 走行経費 交通事故
合 計

短縮便益 減少便益 減少便益

基 準 年 平成１８年

供 用 年 平成３６年

初 年 便 益 8億円 1億円 0億円 9億円

基準年における
148億円 18億円 1億円 167億円

現在価値（Ｂ）

③ 費用便益比

Ｂ／Ｃ 1.5 0.2 0.0 1.7

④ 経済的純現在価値（ENPV）

総便益（Ｂ） 総費用（Ｃ） ＥＮＰＶ （Ｂ－Ｃ）

167億円 99億円 68億円

⑤ 経済的内部収益率 (EIRR)

ＥＩＲＲ（Ｂ≒Ｃとなる）

6.6%

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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６．コスト縮減と代替案等

越知道路（２工区）は、地形的・地質的に厳しい条件の整備区間であり、測量、地質・地すべり

調査等を行い、平成１５年５月の地域高規格道路の構造要件の見直し(緩和)に適合した経済的で、

なおかつ効率的な整備に向けた見直しを行っている。

＜コスト縮減事例＞

　　同機能
　１～２割減

　　同機能
　１～２割減

現道活用ルート別線新設ルート

現道活用部分現道活用部分

(トンネル・橋梁が大部分)

○計画段階におけるコスト縮減対策

・ルート選定、道路構造等の道路計画をコスト面から見直しを行っている

橋 梁

トンネル

仁淀川町

越知町

仁淀川
越知町役場

越 知 丁

野 老 山

越知町

国道33号

(県)伊野仁淀線至
松
山

筏津ダム

至
高
知

横倉橋
熊秋トンネル

越
知
町
越
知
丁

越
知
町
野
老
山

越知道路

L=1.0km 越
知
町
横
倉

越知道路(２工区)
L=3.0km

経済的・効率的ルートの検討

具体的には、綿密な地質・地すべり調査を通じて、地すべり地形や防災危険箇所等の地形・

現道部分の活用構造の検討 交差形状の見直し地質的脆弱部を回避するか構造対応とするか、 や

などの比較選択を詳細に行うことで、トータルコストの最も に向けた検経済的なルートの確定

討を実施している。
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７．地方公共団体等の意見

一般国道３３号に対して、沿線地方公共団体等より整備促進要望がされている。

整備促進要望状況

平成１０年以降

Ｈ１０． ７．２８ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１１． １．２７ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１１． ７．２６ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１２． ８．２５ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１３．１１．２２ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１４． ５．１４ 国道３３号整備促進期成同盟会より早期整備の要望

Ｈ１４． ７．１７ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１４． ７．２４ 高知松山自動車道整備促進高知協議会より整備促進の要望

Ｈ１５． ６．１０ 国道３３号整備促進期成同盟会より早期整備の要望

Ｈ１５． ７．１８ 高知松山自動車道整備促進高知協議会より整備促進の要望

Ｈ１５． ７．２８ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１６． ７．１４ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１７． ８． ８ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

Ｈ１８． ８． ９ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会より整備促進の要望

※ 国道３３号バイパス建設促進期成同盟会

（高知市、いの町、日高村、佐川町、越知町、仁淀川町、春野町、土佐市）
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８．新聞記事

H12.12.21 産経新聞

H12.12.21 高知新聞


